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１。はじめに

　地球科学の中には岩石磁気学及び古地磁気学

という専門分野がある。岩石磁気学とは，地層や

岩石の磁気的性質や過去の地磁気(古地磁気)の

獲得機構を研究する分野である。また古地磁気

学とは，岩石磁気学を基礎として，地層や岩石の

磁気測定に基づいて古地磁気の復元を試みたり，

磁気測定結果を利用して地層の年代や地殻の変

形などを探究したりする分野である。岩石磁気

学と古地磁気学がプレート・テクトニクスの構

築・検証に大きく貢献したことは周知の事実で

ある(Cox, 1973 ；河野, 1986 ；上田, 1998)。日

本列島の形成と日本海の誕生についても，岩石

磁気学・古地磁気学は｢日本列島折れ曲がり説｣

(Kawai et a1･, 1971)や｢日本海の観音開き拡大

説｣(Otofuji et al･，1985)に代表される学説を

提示した。地層の対比や精密年代決定(Opdyke

and Channell, 1996),考古試料の年代決定(中

島。夏原, 1993)においても，古地磁気の研究は

多大な貢献を果たしてきた。地球生命の誕生。進

化や地球内部の構造進化を探究する上で地磁気

がいつ，どのようにして発生したかを探ること

はきわめて重要であるため，先カンブリア代の古

地磁気研究も盛んに行われている(吉原, 2005)。

最近では，地層の磁気的性質の精密分析によっ

て地層の堆積環境や堆積後の続成・変質作用を

研究する新しい分野(堆積磁気学や環境磁気学

とよばれる)も発展している(Evans and Heller,

2.｡3；鳥居, 2005)。

　愛知教育大学(愛知県刈谷市)は，東海地方で

唯一の岩石磁気・古地磁気実験室を有している。

筆者が97年に実験室を立ち上げて以来，科研費

や本学施設整備費を用いて測定・実験環境を整

備してきた。本実験室では主にテクトニクスや

層序学，地質年代学に関する問題の解明を目指

した岩石磁気。古地磁気研究を行っている。本橋

では本実験室の研究設備について簡単に紹介す

る。なお，測定。データ解析の原理と方法の詳細

については河野(1982)や小玉(1999), Gubbins

and Herrero-Bervera (2007ed･)等の教科書を参

照してほしい。

２。岩石磁気・古地磁気実験室の設備

(1)スピナー磁力計(夏原技研ASPIN)

　試料の残留磁化を測定するための高感度な磁

力計である(写真1)。スピナーという名が示す

ように，この磁力計では試料を磁気センサー(フ

ラックスゲートセンサー)の近くで回転(スピン)

させることによって磁化を測定する。センサー

及び試料回転部は円筒状磁気シールド内に設置

されている。試料の残留磁化の方向(偏角，伏

角)と強度を決定するためには，試料の向きを３

回または６回置き換えて測定する必要がある。
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　　　　　　写真１　スピナー磁力計

測定はコンピューター制御で行われる。付属の

ソフトウェアを使用して，測定データを直交投

影図(ザイダーベルト投影図)や等積投影図に示

すことが可能である。

(2)交流消磁装置(Schonstedt GSD-5)

　試料を交流磁場にさらすことによって試料の

残留磁化を消磁する装置である(写真２の右側の

装置)。電源・制御部(コントローラー)，磁場を

発生させるコイル(円筒状磁気シールド内に設

置)，コイル内で試料を回転させる特殊な回転器

(タンブラー)から構成されている。電源・制御

部とタンブラーは夏原技研の手によって更新さ

れている。交流磁場は最大10.mTまで発生可

能である。交流消磁には｢回転交流消磁｣と｢定

置交流消磁｣という２つの方法があるが，この

装置ではその両方が可能である。試料に非履歴

性残留磁化(ARM)を着磁させることもできる。

(3)熱消磁装置(Schonstedt TSD-1)

　試料を無磁場中で加熱・冷却することによっ

て試料の残留磁化を消磁する装置である(写真

２の左側)。電源・制御部(コントローラー)と加

熱・冷却部(円筒状磁気シールド内に設置)から

構成されている。冷却部の残存磁場は10 nT以

下(地磁気強度の0.02％以下)である。電源・制

御部は夏原技研の手によって更新されている。

この装置は力口熱ユニットと冷却ユニットが別に

写真２　交流消磁装置(右側)と熱消磁装置(左側)

なっており，ある試料を加熱しながら別の試料

を冷却することが可能である。冷却ユニット中

のコイルに弱い直流を流す(ARM着磁用の電源

に接続する)ことによって，試料に熱残留磁化

(TRM)を着磁させることもできる。

(4)低温消磁実験装置(夏原技研製)

　試料を無磁場中で液体窒素温度にまで冷却す

ることによって試料の残留磁化を消磁する装置

である(写真3)。円筒状磁気シールド内にデュ

ワー瓶と試料を出し入れするためのチェーンが

設置されている。この消磁法は磁鉄鉱(マグネ

タイト)を含む試料に対して有効である。磁気

シールドが大型なので，試料を無磁場中で一時

保管する用途にも利用できる。

(5)初期磁化率(Bartington MS-2)

　試料の初期磁化率(初期帯磁率)を測定する

ための装置である(写真4)。本体とセンサー部

(MS-2B)から構成されている。比較的大きな初

期磁化率を持つ試料の場合は迅速に測定可能で

ある(1測定に要する時間は５秒程度)。

(6)磁化率異方性測定装置(AGICO)

　試料の初期磁化率(初期帯磁率)を測定するた

めの非常に高感度なメーターであり, 2010年３

月に設置予定である。本体。測定部(MKF-FA)，

電気炉(CS4),クライオスタット(CSL)から構

成され，バルク初期磁化率の測定のほかに初期



　　　　　写真３　低温消磁実験装置

磁化率の異方性測定，初期磁化率の高温・低温測

定も可能である(温度に対する変化を連続的に

測定することも可)。磁化率異方性の測定では，

試料の向きを数回置き換えて測定する必要があ

る。測定はコンピューター制御で行われる。

(7)パルス磁化器(Magnetic Measurements

MMPM１０)

　試料に瞬間的に静磁場を加えて等温残留磁化

(IRM)を着磁させる装置である(写真5)。径の

異なる２つの試料挿入部(コイル)があり，直径

１インチ試料用のコイルでは最大３T，直径0.5

インチ試料用のコイルでは最大９Tの磁場を発

生させることができる。

(8)単軸フラックスゲート磁力計(Bartington

Mag-01H)

　0.１ nT～２mTの磁場を測定できる磁力計で

ある(写真6)。センサープローブは棒形とT字

型の２種類あり，用途によって使い分ける。バッ

テリー内蔵で，屋外でも長時間(連続10時間以

上)使用できる。地磁気観測や消磁装置内の残

存磁場の測定などに利用できる。

(9)その他の機器

　携帯型初期磁化率計:露頭で岩石の初期磁化率

(初期帯磁率)を直接測定できる携帯型メーター

を２台保有している。１つはSM30(ZH instru-

merits製)というタバコ箱サイズのメーターで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

写真４　初期磁化率(帯磁率)計

写真５　パルス磁化器

　　　写真６　単軸フラックスゲート磁力計

あり，露頭での直接測定のほか，実験室内でコ

ンピューターに接続して試料の初期磁化率を高

精度で測定することも可能である。もう１つは

Kappameter KT-9 (Exploranium製)という懐

中電灯型のメーターで，多少荒れた露頭面でも

測定可能である(補正モードあり)。

　エンジンドリル：露頭で岩石コアを採取する

ための携帯型エンジンドリルを２台保有してい



る。チェーンソー(タナカエ業製)を夏原技研が

改造・販売しているもので，排気量33 ccの空冷

２サイクルエンジンを搭載し，ウォーターズイー

ペルが付属している。通常は直径25 mmの岩

石コアを採取するのに使用するが，ダイヤモン

ドビットを変更することにより異なる径のコア

を採取可能である。採取ではウォーターポンプ

を接続し，ビット先端に水を供給しながら使用

する。主に硬い岩石の場合に使用する。

　充電式ドリル：露頭で岩石コアを採取するた

めの機器であるが，主に軟質岩(半固結の堆積

岩などに対して使用する。一般に販売されて

いる充電式ドリルにウォータースィーベル(夏

原技研製)とダイヤモンドビットを取り付けた

ものである。マキタ製DF460DZ(24V充電式ド

ライバドリル)とマキタ製HR261D (36V充電

式ハンマドリル)の２台を保有している。エン

ジンドリルと同様，通常は直径25 mmの岩石

コアを採取するのに使用するが，ダイヤモンド

ビットを変更することにより異なる径のコアを

採取可能である。

　オリェンテーター：露頭での岩石コア採取時

にコアの定方位付けを行うための機器である(夏

原技研製)。ブランドンコンパスを取り付けて，

磁気コンパス(磁北を基準)またはサンコンパス

(太陽方位を基準)として使用する。２台保有し

ている。

　他に，岩石コアを切断するための小型切断機

(マルトーMC-110, 2台)，試料表面を研磨する

ための平面研磨機(マルトーML-110NT)，強磁

性鉱物を観察するための反射顕微鏡(メイジテ

クy MT9420)などを保有している。

３。おわりに

　岩石磁気・古地磁気研究の中心となる機器は残

留磁化測定の磁力計であるが，本実験室のスピ

ナー磁力計ではチャートや石灰岩の極微弱な自然

残留磁化(NRM)を測定することは困難である。

これらの残留磁化を測定するためにはSQUID

(超電導量子干渉素子)を利用した超電導磁力計が

不可欠であるため，今後その設置を目指したい。

　本実験室は，研究・教育目的で利用を希望す

る人には基本的にオープンであり，毎年，多数

の本学学生・院生や他研究機関の研究者・学生

等に利用してもらっている。岩石磁気・古地磁

気の研究・教育に関心のある方はご一報いただ

きたい。


